
市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.4

学校へ行こうの日

　旭志小学校ではフリー参観日として「学校へ行こう
の日」を設けています。１年生は祖父母の皆さんと「菊
池ふるさとかるた」、２年生は手作り「おもちゃやさん」
に保護者を招待、３年生は習字で筆の使い方を学び、
交流を楽しんでいました。

旭志小学校

かるた遊び おもちゃやさん

習字の練習

９月６日

反則はダメ！教育プロレス開催

　八代市に本拠地を置くプロレス団体「求道軍」（幸
ゆき

村
むら

ケンシロウ代表）を招き、「教育プロレス」を観戦
しました。悪役レスラーが凶器を使ったり、急所を攻
撃したりなど反則技を繰り出すと、児童たちは一斉に
相手レスラーを応援。悪役レスラーに勝利すると歓声
を上げて喜びました。児童たちは試合を通して、人の
痛みを知ること、命の尊さ、ルールを守ることの大切
さを学びました。

隈府小学校９月26日

鹿児島県の龍南中と交流会

　鹿児島県龍郷町立龍南中学校の生徒たちが修学旅行
で七城中学校を訪れ交流しました。本市は菊池一族の
子孫である西郷隆盛を縁に龍郷町と友好都市を結んで
おり、龍南中が初めて西郷隆盛ゆかりの地である七城
町を訪問しました。
　交流会ではお互いのまちの特色を発表して理解を深
め、風船リレーで盛り上がるなど交流を楽しみました。
七城中３年の笠

りゅう

結
ゆい

賀
か

さんは「島唄が幻想的で良かった。
いつか龍郷町に行ってみたい」と笑顔を見せました。

七城中学校

風船リレーを楽しむ両校の生徒たち

10 月１日

命を尊重する心

戸崎小学校

全校集会

９月 12日

　全校集会と各学級で命の尊さについて学習しまし
た。命は一度無くしたら二度と生き返ることはないこ
と。一人一人の命はたくさんの人たちから受け継いで
きた奇跡のようなものであり、決して一人だけのもの
ではないこと。悲しいときやつらいときは誰かに相談
することなどを話しました。

土曜授業で木工教室

　熊本県水とみどりの森づくり税事業の一環として木
工教室を行いました。龍門林研究グループや学校卒業
生の協力の下、１人１鉢菊作りのための菊台（鉢を置
く台）を製作。生徒たち同士楽しみながら身近にある
木材の温かみを感じていました。

菊池北中学校９月20日

全員協力して製作 龍門林研究グループと一緒に
作りました
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Pick
 u
p 
to

pics

　
９
月
30
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
、
友
好

都
市
で
あ
る
韓
国
金
提
市
か
ら
「
地
平
線

祭
り
」
へ
の
ご
招
待
を
受
け
訪
問
し
た
。

　
金
提
市
ま
で
は
、
仁
川
国
際
空
港
か
ら

高
速
道
路
で
約
３
時
間
、
距
離
に
し
て

2
6
0
㌔
の
道
の
り
で
あ
る
。
車
窓
に
は
、

日
本
の
よ
う
な
高
い
山
並
み
を
見
る
こ
と

も
な
く
ゆ
っ
た
り
と
し
た
丘
陵
、
平
野
が

続
き
、
時
折
、
近
代
的
な
高
層
住
宅
や
伝

統
的
な
家
並
み
が
現
れ
る
。
田
畑
は
実
り

の
秋
で
あ
る
。

　
金
提
市
に
入
る
と
、
美
し
く
咲
き
そ
ろ

っ
た
コ
ス
モ
ス
の
花
街
道
と
な
っ
た
。
こ

の
コ
ス
モ
ス
は
、
市
職
員
と
地
域
住
民
が

一
緒
に
な
っ
て
育
成
・
管
理
し
、
総
延
長

は
40
㌔
に
及
ぶ
と
聞
い
た
。
特
筆
す
べ
き

は
、
こ
の
地
平
線
祭
り
に
合
わ
せ
、
開
花

の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
早
咲

き
の
コ
ス
モ
ス
の
芽
を
摘
む
よ
う
な
方
法

で
行
わ
れ
る
よ
う
だ
が
、
地
域
の
皆
で
最

高
の
も
て
な
し
を
し
た
い
と
い
う
取
り
組

み
に
は
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
。

　
市
役
所
に
着
く
と
、
玄
関
先
で
歓
迎
の

花
束
を
頂
き
、
市
長
室
に
案
内
を
受
け
た
。

市
長
は
「
李
建
植
（
イ
・
ゴ
ン
シ
ク
）」

氏
で
あ
る
。
初
め
て
お
会
い
す
る
方
で
あ

っ
た
が
、
終
始
柔
和
で
丁
寧
な
ご
あ
い
さ

つ
を
頂
い
た
。

　
金
提
市
の
大
き
な
地
図
を
前
に
、
市
長

は
、
韓
国
最
大
の
埋
立
事
業
に
よ
る
新
た

な
土
地
に
工
業
団
地
や
国
際
空
港
の
整
備

を
図
り
、
市
の
発
展
を
考
え
て
行
き
た
い

と
話
を
さ
れ
た
。
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
人

口
を
何
と
か
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
強
い

熱
意
が
感
じ
ら
れ
、
心
を
打
た
れ
た
。

　
さ
て
、
メ
イ
ン
の
地
平
線
祭
り
で
あ
る

が
、
５
日
の
期
間
中
１
０
０
万
人
の
来
場

者
が
あ
る
韓
国
最
大
の
祭
り
と
聞
い
た
が
、

既
に
開
会
式
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
祭
り
の
基
本
は
、

韓
国
の
伝
統
的
な
農
業
、
農
村
文
化
が
テ

ー
マ
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
会
場
に
は

稲
刈
り
か
ら
脱
穀
、
も
み
す
り
、
精
米
ま

で
一
連
の
作
業
を
伝
統
的
な
方
法
で
体
験

し
、
実
際
そ
の
お
米
を
炊
い
て
試
食
す
る

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
そ

の
ほ
か
、
伝
統
的
な
た
こ
揚
げ
な
ど
の
場

も
設
け
て
あ
り
、
連
だ
こ
が
い
く
つ
も
大

空
に
舞
っ
て
い
た
。

　
今
回
の
訪
問
で
は
、
１
０
０
万
人
も
の

観
光
客
を
引
き
付
け
る
魅
力
の
全
貌
を
見

聞
き
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ

こ
に
は
「
市
民
の
主
体
性
・
市
民
力
」、

そ
し
て
、
そ
れ
を
支
え
る
「
民
・
官
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」、「
お
も
て
な
し
」
が

あ
る
と
感
じ
た
。

　
昭
和
60
年
に
旧
泗
水
町
と
姉
妹
都
市
を

締
結
し
て
か
ら
今
年
で
30
年
目
を
迎
え
る
。

今
後
さ
ら
に
友
好
親
善
の
輪
が
広
が
り
、

両
市
が
共
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
う

も
の
で
あ
る
。

　
金
提
市
は
、
鞠き

く

智ち

城
築
城
に
至
る
歴
史

の
舞
台
と
な
っ
た
白
村
江
に
も
程
近
い
。

9.30-10.2

韓
国
金
提
市
「
地
平
線
祭
り
」
に
参
加
し
て

菊
池
市
副
市
長
　
木き

村む
ら

利と
し

昭あ
き

1.会場に設置された巨大な龍のオブジェ　2.来場者を迎える道路沿いのコスモス　3.訪問団を歓迎する李建植市長㊧　4.白龍を彷彿させる
２頭の龍　5.色とりどりの菊の花で飾られた建物　6.祭りのメーンステージ　7.多くの観光客が訪れる金山寺。ほかにも多くの歴史的建築
物が残されている
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